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―矢野さんがご自身で会社を設立された
経緯から教えてください。

矢野　もともと監査をしたいとか公認会

計士になりたいというより、どちらかとい

うとコンサルティングをやりたいと考えて

いまして、監査より経理業務の改善やシス

テム導入前の基本構想などの業務をメイ

ンに取り組んでいました。そんなとき、ちょ

うど監査法人の中で、初めてODA案件を

立ち上げることになったのでそのプロジェ

クトに参加しました。また、同時に公会計

や行政評価などにも興味があってもう少

し行政寄りの仕事をしたいという思いが

わいてきました。それができる職場を探し

ているときに見つけたのが銀行系のシン

クタンク。会計士になって7、8年が経過し

ていた段階で移籍したのですが、そこで

は、行政系の仕事はたくさんできたのです

が、ODAの仕事ができなくて。だったら、

もともと独立に向く会計士の資格を持っ

てるんだし、独立してしまおうと決意しま

した。当初は個人事業主として仕事を受け

ていたのですがJICAの仕事をするように

なった頃に法人化。民間企業や行政系の

仕事をしながら、機会をみながら、少しし

かできませんが、ODAの仕事もやってい

こうと思っています。

兒玉　矢野さんは、どうしてODAに興味

を持ったのですか。

矢野　学生時代に在籍していたサークル

で、国際政治や国際関係などを勉強しまし

た。メンバーでよくディスカッションをして

いたのが、どこか頭の中に残っていたのだ

と思います。だから、監査法人に入ってか

ら、例のODAのプロジェクトに手を挙げて

参画したんですね。監査法人で初めての案

件でしたので、みんな手探りでしたが、そ

のプロジェクトが楽しくて、また現地の人

と一緒に仕事をするのもすごく楽しかった

んですよね。

兒玉　矢野さんはちゃんと勉強もして段

階を踏んで経験を積んでこられたからこ

そ、綺麗なカタチでODAにも関わってい

けるんですね。

矢野　いえ、ひとりでしかも時折の仕事だ

と限界があって。やはりチームで日常的に

仕事をするほうがいいのですが、そうする

と大手の監査法人に所属するか、ODAの

コンサル会社に所属する方が色々な経験

が積めるのかなというのはあります。特に

会計士絡みのODA案件は限られています

しね。

兒玉　確かに、今のODA業界において

は、会計士が参入している分野が非常に

限られていますもんね。案件形成団体の

方々もまだまだこれからの分野だと思っ

ていらっしゃいそうですよね。そこは私た

ちの方から、内容のご提案をしていくべき

なのでしょうね。

矢野　インフラや衛生、教育など優先す

べきことがまだまだたくさんありますか

ら、そういったものが整ってきた次の段階

で社会の経済基盤を整えるフェーズへと

移っていく、ようやくそういう段階に入りつ

つあるような気がしますが、まだまだニー

ズは少ないですね。兒玉さんはどうして会

計士を目指されたのですか。

兒玉　当初銀行に就職したのですが、就

職活動時代に見つけたポスターがきっか

けで、どうしても気になって仕方がなかっ

た青年海外協力隊に行くために退職しま
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した。協力隊時代は現地のカレッジで日

本語教師をしていたんです。そこで私の生

徒の中に40~50代の方々も何人か居て、

彼らは若かった頃にあまり教育を受けな

かったからという理由で、熱心に勉強して

いる姿やバイタリティを目の当たりにして

ものすごく刺激を受けました。そこで、帰

国したらもう一度ちゃんと勉強しようとい

う気になったんです。帰国後は様々な出

会いがあったなか、大学の恩師にも相談

に行きました。すると恩師は、「今から大学

院に行っても当時の専門分野に関係する

研究者は大勢居すぎるので後発組になっ

てしまう。それだけの時間をかけて勉強し

ようと思うのだったら、簡単には取れない

資格を取ればいいのでは？例えば医師や

弁護士とかね。」と勧められました。その帰

りに書店で資格のパンフレットをもらって

検討し、予備校に足を運んで情報を仕入

れたり、説明を聞いたりしたなかで、最終

的に無知分野ではありましたが、会計士

に決めました。とにかくまずやってみよう

精神ですかね…（笑）しかし、矢野さんのよ

うにコンサルタントになりたいと思ってい

た人が会計士になるという流れも、ある意

味、ユニークですね。

矢野　会計士になる前に勤めていた企業

で、会社全体の業務改善の大きなプロジェ

クトに参画して、業務を改革していくこと

に興味を持ちました。それをずっとやって

いける職業って何だろう？サラリーマンで

はなく、自分でやっていける仕事は何だろ

う？と調べていったら公認会計士という仕

事が見つかったのです。会計士って、会社

の悪いところを突つくのではなく、医師の

ように診断することもできるし、治療する

こともできるし、公認会計士の資格を使っ

て、多くの人がコンサルタントになってい

るということを知って。それに、一番、つぶ

しがきくのかもと思って。ということで、も

ともと監査がしたかったわけではなく、コ

ンサルティングのような仕事がしたかった

んですね。でも、実際にやってみると監査

の仕事はすごく役に立つのだということ

がわかりました。会計士試験の勉強は素

振りみたいな要素があって、反射神経的

に解けないといけないレベルが求められ

る問題も多くて、実際に現場でも次から次

に色々なチェックをする必要がある一方

で、色々と深く考える力も必要ですよね。

兒玉　本当にそうですね。それに、会計士

の醍醐味は色々な会社に行って、一般従

業員では見られないような重要な意思決

定や大事なポイントを知ることができる点

にあると思っていて、最短距離で会社の中

身を知ることが出来るし、経営者層の考え

方に触れられるのが凄いなと。その会社

に就職していないのに、ですよ。

矢野　日々の資金繰りや伝票にはじまり、

取締役会の議事録まで見ることができま

す。内部統制や会社の動きや仕組みが身

についてくる、しかも会計士になりたての

若造が、ですよ。すごく良い職業ですよね。

監査の最後の講評の時には、CFOとかそ

れなりの立場の方と対峙して話をしなくて

はなりませんから、話をしながら人間力が

鍛えられる部分もあります。

―今の業務でやりがいを感じるところはど
ういった部分でしょうか？

矢野　現在、ODAの業務は6月と12月に

実施していて、ウズベキスタンの方々に

経営理念の重要性やヴィジョンを明確に

して経営をしていかなければならないと

いった研修やコンサルティングをしていま

す。当初は「ビジネスはお金をもうけるこ

となのに何で理念が必要なのか？」という

疑問を投げかけられたりしたのですが、議

論を深めながら理解していただいたとき

にやりがいを感じています。また本邦研修

といって、現地の方に日本に来ていただい

て、日本のものづくりの現場で研修を受け

てもらうこともあるのですが、従業員を大

事にしたり、研修をしっかりしたりといっ

た日本的な経営の仕方を伝えられること

にも意義を感じています。

兒玉　私の場合は、相手が政府機関だっ

たりすると、微力ながら制度導入等で国づ

くりに関与できることにやりがいを感じま

す。とはいえ、想定外な事態の頻繁な発生

に挫けそうにもなりますが…。また、私は

一年の半分ぐらいはモンゴルに行ってい

て、現地の方々とそれだけの時間を過ご

すことで信頼関係を築いたうえで、業務が

出来ることは有意義だと感じています。た

だ、現地に何年も張り付いて頑張っている

人たちも居て、自分もそのくらいしっかり

コミットしてやりたいと思うこともあります

けどね。行き来していると、私たち日本人

が来たときだけしっかりやって見せる、み

たいなこともありますから。

矢野　そうですね。私も日本での仕事もあ

りますし、私の場合はもっと短くて、今は、

たかだか2～3週間程度しか現地に滞在し

ないので、やはりどこかに後ろめたさみた

いなものはあります。この国の状況をちゃ

んとわかっていないけれども、せっかく日

本人が来たのだからという感覚で対応し

てくれているのではないかという、一種の

もどかしさのようなものはありますね。

兒玉　そうですよね。さらに勉強になった

のは、日本人って、自分たちの国が先進国

でいい国だと思っていますよね、きっと。

確かに、信頼がおけるし、効率化が図れて

いる部分は多いのですが、それは私も含

めて自分たちが日本人だから、そう思って

いるんだろうなと思います。考え方も教育

も宗教もぜんぜん違う環境で育った人に

とっては、果たしてそれが良いかどうかは

わからないと思えるようになりましたし、

日本を客観的に見られるようになったこと

は良かったと思います。

矢野　なんとなく日本人は日本人のコ

ミュニティの中で快適に過ごすような空気

があって、“日本はここがいい”と日本人同

士で確認しあう、みたいな内向きな感覚を

持っていますよね。外に出ても全然違う文

化の人と摩擦を起こさないように避けて

暮らすやり方を知っていたり、政治の話を

しないとかあって。ウズベキスタンの人の

方が、たとえば本邦研修のときに自国の
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独立記念日にみんなで乾杯したり、堂々と

政治の話をしたり、よほど自国に対するプ

ライドを持っているようにも見えます。

―現在、日本では女性の社会進出につい
ての議論が活発化していますが、これま
でのご経験の中で感じたアドバンテー
ジ、あるいはディスアドバンテージが
あったら教えてください。

矢野　お子さんがいらっしゃる方を見て

いると、やはり出張があるのがつらいので

はないかと思います。最近、大手の監査法

人は時短勤務があったり、出張を避けるこ

とができたりするのかもしれませんが、監

査などは出張がつきものですし。ただ、近

年はITの進化によって、ずいぶん仕事もし

やすくなっていますから、棚卸は仕方がな

いとしても、TV会議も活用できるし、電子

帳簿を導入している企業では、東京にい

ながら日本全国の帳簿や証票を見ること

ができるようになっていますからね。

兒玉　そうですね。昔に比べたら随分効

率的になって働きやすい環境に近づいて

いますよね。その便利さが逆に、お子さん

がいらっしゃる方が時短勤務を活用して

早めに帰宅しても、お子さんを寝かしつ

けた後に、もう一度、仕事が出来てしまう

環境になったという…。それもまたある意

味、大変ですけどね。

矢野　そうですね。特に監査の場合は、そ

もそもパソコンやデータ、資料を使うこと

ができませんから、自宅でやれることも限

られてきますしね…。

兒玉　確かに…。時短や在宅ワークなどフ

レキシブルな働き方により、皆が気分良く

仕事できる環境になって、皆の意識改革が

進めば、もっと平和になるでしょうね。海外

だと、夕方職場に子どもが居たり、自由な時

間に出退勤したりと、もっと伸び伸び仕事

をしているように感じます。日本はそういっ

た自由な環境への取組みを始めたばかり

ですし、この意味では発展途上国ですね。

矢野　そうですよね。取り組みを始めてい

る会社も少しずつ出てきているようです

が、まだまだ…。日本全体が働くお母さん

に優しくなると良いですよね。夜遅くまで

子どもを預かってくれるような施設が増え

てくれたら、会計士だけでなく、多くの女

性が働きやすくなるのでしょうけれど…。

兒玉　そうですね。世の中に半分いる女

性の力がまだ眠っている気がしますね。そ

の点、会計士はイメージ的には男女平等。

そういう意味では女性も頑張ろうと思った

ら、いくらでも頑張ることができるし、やり

がいのある仕事ですよね。日本以外の国々

においては、会計士は女性の比率がもっと

高いというイメージがありますね。

矢野　他の会計士にお仕事をお願いする

ことがあるのですが、女性はしっかり細か

いことも把握して、「これを指摘して改善し

てもらうのが仕事なのだから」と、そういっ

た意識を持つ人が多いようにも思えます。

もしかしたら女性の方が監査業務に向い

ているのかなと思うこともありますよ。

兒玉　男女では観点も違うし考え方も、体

力も違いますもんね。これまでの世の中、

特に日本社会はずっと男性社会でしたが、

今、女性がどんどん社会に出てきていま

すから、これが本当の意味でフィフティー

フィフティーになると、随分社会が変わる

ように思います。

―国際業務に向いている人と向いていな
い人がいるかと思いますが、お二人はど
ういった差というか、要件があると思わ
れますか。

兒玉　やはり語学力は大事と思います。そ

れにも拘わらず、私自身は苦手なのですが

…。たしかに、語学も必要ですが、他の国の

方々とうまくやっていくためには、まず何か

をする時に大切なのが、相手の国や文化

を理解すること。そして、その中に恐れずに

入っていけるような方が適していると思い

ますね。

矢野　私も兒玉さんと同意見。語学力は

ないよりもあったほうが良いですが、私も

英語が苦手ですが、それをカバーできるこ

とがあると思います。そもそも異文化に合

わせることがつらいと思う人にはあまり向

いてないかなと思います。こんなに知らな

いことがあった、困ったことがあった、この

ドキドキは何？というようなことが全部楽

しめる人は、どこに行っても環境を受け入

れられますよね。
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兒玉　あとは、普段からキャッチボールの

会話をするのが苦手な人や協調性のない

人が、日本の外に出たら心機一転うまくい

くという事はあまり無いように思います。

日本人も外国人もみんな同じ人間なの

で、根本の思想には共通点があって、どれ

だけ相手のことを信頼できるかという人

間関係で成り立つことが多いので、国内外

問わず、そこは大切だと思いますね。

矢野　確かに。以前ウズベキスタンで一緒

に仕事をした方で、まったく英語ができな

いのに、ものすごく現地の人に慕われてい

る日本人のおじさんがいらっしゃって、そ

れはすごくうらやましかったですね。また、

わずかなボキャブラリーでもいいので、英

語以外の現地語を覚えて、少し会話をする

とすごく喜ばれますよね。相手の母国語を

覚えるということは、その国のことを理解

しようとしている態度の表れと受け取めら

れるのでしょうね。

兒玉　しどろもどろでも日本語で話して

もらうと一生懸命聞こう、助けてあげよう

と親近感がわくのと一緒ですね。人間はや

はり、どこの国の人でも同じような感情を

持っているのでしょうね。

―本日は、貴重なご意見をありがとうござ
いました。最後に若手会計士へのメッ
セージをお願いできますでしょうか。

矢野　子どもが生まれたらグローバルな

人に育てるために三つの言葉を覚えさせ

ろという話があって、ひとつは英語、ひと

つはプログラミング言語、そしてもうひと

つが会計言語だといわれていて、公認会

計士になれば、この万国共通の言葉のひ

とつをマスターできるわけですから、ある

意味、非常にグローバルに近づくことがで

きる仕事かなと思います。そんな公認会計

士という職業を目指す人も含めて、若い会

計士の皆さんに伝えたいのは、やはり目

の前の仕事をしっかりやっていただきた

いということですね。将来的にグローバル

で活躍するから日本の基準はどうでもい

いという話ではなく、目の前の仕事にしっ

かり取り組んだうえで、何かが見えてきて、

それがグローバルにつながったり、日本の

中小企業の発展のためにできることに繋

がったりするのだと思います。

兒玉　本当そうですね。私自身、会計士資

格を取得したことで助けられている部分

はすごくあって、出会う人も経験もそう。

一般企業に勤めていたままだったら、なか

なか出会うことはなかったのかなと思い

ます。だから、これから会計士を目指す人

も含めて若い会計士さんに対しては、監

査という業務自体が会計士でなければで

きない仕事なので、そこはまず誇りを持っ

てしっかり貫き通してほしいです。さらに

その先、監査のプロとして攻めていっても

良いし、あるいはそこから発展して、少し

違う方向にチャレンジしても良いと思い

ます。そのときにも、資格と言うものが助

けてくれることもあるかもしれませんし、

経験は必ず役に立つので可能性が広がっ

て、選択肢が生まれると思います。それら

の中から自分のやりたいことや貢献でき

ることを選んで、掛け合わせて、新しいも

のを生み出すこともできる。思考を変えれ

ば、色々な場面で活かせる可能性のある

資格だろうなと思っています。

このインタビューは2017年10月24日に実施されました。

〒102-8264 東京都千代田区九段南4-4-1  
TEL：03-3515-1120（代表）
         03-3515-1130（国際グループ）
http://www.hp.jicpa.or.jp/
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受験生時代に“公認会計士になり社会の

役にたちたい”と思ったことをきっかけに、

ストイックなまでに努力を重ねてきた倉持

亘一郎会員。その努力が実り、今では国際

会計基準審議会（IASB）の客員研究員とし

て、世界を舞台に活躍する会計人へと躍進

を果たした。そんな倉持亘一郎会員がこれ

まで歩んできた道のりと、未来を担う後進

へのメッセージを語っていただいた。

真面目に、誠実に
社会に貢献をしたい

―受験生時代は、どのような会計士になり
たいというイメージをお持ちだったので
すか。

　明確な目的意識が無い中で受験勉強を

始めてしまったため、試験に合格すること

だけが目的になってしまっていました。優

秀な皆さんが大変努力をされている中で、

いったい自分は何のためにこんなに大変

な勉強をしているのか、自分よりもっと会

計士にふさわしい方々が合格した方がい

いのではないか、と真剣に悩む時期もあり

ました。

　受験勉強をしていた当時、公認会計士

監査に社会から厳しい批判が寄せられ、

「公認会計士監査の信頼回復」が強調さ

れるようになりました。私が目指している

会計士という職業が社会から信用を失っ

ているということを聞き、大変がっかりし

たのを覚えています。それまで監査論は字

面だけの暗記科目だと思っていましたが、

改めて読むと、公認会計士という職業がな

ぜ存在しているのか、制度上期待されてい

る役割は何なのかということも伝える科

目だと気がつきました。そして、自分自身

がその重要で大変難しい役割を果たせる

よう努力を重ねていく覚悟があるのか、そ

れとも単に資格が欲しいから勉強をして

いるのか、問われている気がしました。そ

の時、試験に合格するということは目的で

はなく手段に過ぎず、公認会計士として制

度で期待された役割を果たすことこそが

目的なのではないか、そして、もし仮に自

分が会計士になれたら、真面目に、そして

誠実に社会に貢献をしたいと思うように

なり、この時初めて、公認会計士という職

業を本気で目指したいと思えるようになり

ました。それまで無味乾燥だった会計士試

験の勉強は、もし将来公認会計士になれ

たら、その役割を果たしていく上で知って

いなければならない基礎知識を身に着け

るものだと自分の中で整理できたことで、

勉強に対するやる気は飛躍的に高まり、そ

れから真剣に勉強を続け、運よく合格する

ことができました。

―会計士試験に合格されて入られた法人
で、もともと国際系の仕事もされていた
のですか。

　はい。2次試験の受験を終えるまで英語

は決して得意ではありませんでしたが、配

属は国際部を希望し、新人時代からいろ

いろと国際的な業務をさせていただきま

した。もともと国際的な業務に興味があっ

たわけではありませんが、ちょうど2次試

験の勉強をしていた時に大きな2つの動

きがありました。会計ビックバンと国際会

計基準です。

　会計ビックバンは、当時行われていた

日本基準の大幅な改訂で、その背景には

いわゆるレジェンド（警句）問題もありまし

た。この当時、国際基準の代名詞は米国基

準でしたので、いつの日か米国に駐在し、

高品質な国際基準といわれる米国の会計

基準、監査基準に基づく監査実務に従事

したいと真剣に考えました。

　もう一つの動きは国際会計基準です。各

国証券規制当局の集まりであるIOSCOが、

国際会計基準のコアスタンダードの検討作

業をはじめていて、クロスボーダーの資金

調達において国際会計基準を認める方向

に大きく動いていたタイミングでした。

　最後に受験をした年は、経済的な理由

から試験に落ちたらもう会計士はあきら

めようと思っていました。不合格だった場

合に資格が無くとも就職先を探せるよう

に、そしてもし合格していたら国際部に配

属してもらえるように、二次試験を受けた

後合格発表までの2ヵ月間、真剣に英語を

勉強しました。結果的には運よく会計士試

験に合格し、国際部、当時のアーサー・ア

ンダーセンの事業部に配属していただき、

外資系クライアントの監査業務等に従事

しました。

 Interview  |  Koichiro KURAMOCHI

貢献できる人材に
なるために未来への
“種”を蒔き続ける
IASB客員研究員(インタビュー時)

倉持 亘一郎 Koichiro KURAMOCHI

朝日監査法人、米国KPMG シリコンバレー事務所、あずさ監査法人、金融庁 企業開示課 国際会計調整室を経て、2013年7月から2017年6月

までIASB客員研究員として、IASBロンドンオフィスにて基本財務諸表プロジェクト等に従事。2017年7月からあずさ監査法人。
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きつい時期ほど見返りも大きい

―失礼ながら、もともと英語力はどのよう
なレベルだったのでしょうか。

　大学受験時、英語は苦手科目で、その後

も会計士の二次試験が終わるまでほとん

ど勉強しませんでした。楽器の習得と同じ

ように、英語ができる方々は小さい頃から

英語を勉強したことで身に着けた絶対音

感のようなセンスがあって、小さい頃英語

を勉強しなかった自分にはセンスが無く、

頑張っても大してできるようにはならない

というあきらめがありました。何の根拠も

ない言い訳ですね。ただ、二次試験に不合

格だった場合には厳しい職探しに直面す

ることが分かっていましたし、会計士試験

のおかげで朝から晩まで勉強する習慣が

身についていましたので、二次試験受験

終了後すぐに気持ちを切り替えて、合格発

表日直前までひたすら英語の勉強をしま

した。基礎的な語彙から学び直したのです

が、その時に使った速読速聴英単語とい

う本は素晴らしい本でした。最初自分には

難しすぎる内容でかなり時間はかかりま

したが、あきらめずに最後まで丁寧に勉強

し、毎日繰り返しシャドーイングをしたこと

で、語彙、読解力、リスニング力を大幅に鍛

えることができました。この時、「英語は努

力次第で何とかなるのではないか」、とい

う希望を持つことができました。

　運よく二次試験に合格して監査法人で

働き始めてからは、英会話学校に通い始

めました。英会話の先生は、いいところを

うまく探してほめてくださるのですが、自

分は元来怠け者なので、少しほめていた

だくだけでストイックに努力しなければな

らないという気持ちはなくなり、仕事が忙

しかったこともあり、週１回1時間程度の

英会話の時間以外英語を勉強しなくなっ

てしまいました。また、英会話学校で学ぶ

内容は当時の仕事内容には直接関係な

いと感じました。このままでは将来米国

に駐在する夢など永遠にかなわないとわ

かっていても、どうしてもやる気がでませ

ん。そこで、自分を追い込むため、英会話

学校を辞めて、米国公認会計士、いわゆる

“USCPA”の勉強を通じて会計や監査に関

連する英語のボキャブラリーを増やすこと

にしました。結果的に、ボキャブラリーを増

やすのみならず、米国会計基準や米国に

おける監査手続の勉強になり、とても仕事

に役立ちました。

　その後、三次試験の勉強が終わった後

に、「US Mobility Program」と言われ

る米国KPMGの駐在プログラムに申し込

みました。これは、米国に上場する米国企

業の監査に従事することができる厳しい

プログラムでした。実際に米国に行ってみ

ると、駐在直後から上司、部下、監査先の

担当者もアメリカ人という大変過酷な環

境で、インチャージとして高い水準の成果

を求められました。その時はとにかく毎日

必死で精神的な負担も大きく、持たない

かもしれないと思いました。ところが、3ヵ

月ぐらいたったときにフッと、仕事が楽に

なり始めていることに気が付きました。過

酷な環境で日々多くの事を学んだ結果自

分自身のスキルが上がり始めていたので

しょう。その時にしみじみと感じたのは、恐

らく、この米国駐在は人生で一番か二番

に厳しい経験になるかもしれないけれど、

それと同時に、人生で一番か二番に見返

りの大きい時期になるのではないか、とい

う事でした。その瞬間から、厳しい環境で

頑張ることこそが自分のスキル向上につ

ながると考え、頑張れるようになりました。

米国の上場企業監査の実務は、リスクアプ

ローチのあるべき論に従いリスクの高い

エリアに対して徹底的に監査手続を実施

するもので、大変勉強になりました。この

US Mobility Programは、米国における

会計・監査の実務を深く知る機会となった

だけでなく、自分の英語力を大きく向上さ

せる機会となったのは間違いありません。

―それはすごいですね。ところが、そこで
満足するわけではなかったのですね。

　英語力が向上したといっても、米国駐在

から帰国する時の心境は、「英語はもう問

題無い。」といったものではなく、「自分の

英語力はネイティブの中で仕事をする上で

不自由無く使えるレベルには全然達しな

かった。」といったものでした。それにもか

かわらず、米国駐在という長期目標が達成

されたことで、帰国後、怠け者の自分は英

語の勉強に対する意欲を失ってしまいまし

た。そんな時に、ものすごく英語が上手な

通訳を目指す妻の友達から、プロの通訳を

養成する学校の話を聞きました。そこはか

なりスパルタで、まわりの生徒たちもプロ

の通訳者になることを夢見て相当勉強し

ているレベルの高い世界だと。日本に帰国

後、衰えつつあった英語力を維持し、でき

れば向上させるため、その厳しい通訳学校

に行ってみようと考えたのです。

　評判通り通訳学校は大変厳しい場所

で、進級試験に2度続けて落第したときは

本当にショックで、「これが自分の英語力

だ。」と思い知らされました。そのときから

本気で通訳の勉強をするようになり、最終

的に４年半かかりましたが、通訳者になる

ための最終課程である同時通訳科を卒業

しました。

勉強せざるを得ない環境を
無理やりつくる

―そして、その英語力によってご自身の人
生が大きく変わることになったのです
ね。活躍の場が一気に広がったのでは
ないですか。

　相手の発言を正確に理解しつつ、自分

の言いたいことを正確に伝える、という通

訳学校で叩き込まれたスキルは、仕事にと

ても役に立ちました。金融庁で働いていた

際には、様々な国際会議に出席させてい

ただくことができました。そして、その後、

IASBへ出向するというお話も頂くことが

できました。

　IASBへの出向というお話を頂いたとき

は、IFRSのエキスパートであるネイティブ

スピーカーばかりの組織の中で、「日本人

と比べて英語ができる、IFRSを知っている
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というだけでは現地スタッフと比べて人並

みの貢献すらできないのではないか」とい

う強い危機感をもちました。

　ではどうやって組織に貢献をするのか？

さんざん悩んだ挙句、ファイナンスの勉強

をすることにしました。平日はIASBの客

員研究員としてプロジェクトにおける役

割を果たすため精一杯業務に取り組みつ

つ、週末は現地の大学院に通い、投資銀

行やコンサルティング会社のバックグラウ

ンドを持つクラスメートに交じって、投資

家が財務諸表本表、注記、MD&A、ブルー

ムバーグ等からどのような情報を収集し

てモデルを作り、投資判断を行っているの

か、といったこと等を勉強しました。模擬

的なアナリストリポートのようなものをグ

ループで作ったりしたことで、どのような

財務情報がなぜ投資家にとって必要なの

か等、とても勉強になりました。上司にも

説明して、仕事には一切支障をきたさない

し、その分、組織に貢献する、ということを

前提に許可をいただきました。

―どうして、ストイックなまでに勉強を続
けられるのですか。

　職場で求められることに臨機応変に対

応される優秀な方々はたくさんいらっしゃ

いますが、自分は要領が悪いことを自覚し

ています。ただ、会計士試験を通じて、時間

がかかってもあきらめずに努力を続けれ

ば、そんな自分でも新しいスキルを身に着

けることはできる、という事も分かりまし

た。全くの個人的な意見ですが、仕事のや

りがいというのは、社会、組織、周りの方々

等に少しでも貢献できたと思える仕事が

できるかが重要なのではないかと思いま

す。公認会計士という職業に就かせてい

ただいた以上、制度において期待されて

いる役割をできる限り果たしたい。そのた

めには自分自身が納得できる水準の仕事

をして、所属する組織がその目的を達成で

きるよう少しでも貢献したい。そして、いい

仕事ができる、組織に貢献できる人材にな

るためには、自分の能力を上げていかざ

るを得ませんので、将来に向けて種をまき

続けるのです。自分は怠け者で、また、仕事

も大変忙しいので、仕事と勉強のバランス

を取ろうと思っても、どうしても仕事の方

にだけ天秤が傾いてしまいます。そうする

と、反対側によっぽど重いものを載せなけ

れば天秤はバランスしませんよね。ですか

ら、重い仕事と釣り合うくらいに、勉強せ

ざるを得ない環境を無理につくって、勉強

と仕事のバランスを取ってきました。

国際的な枠組みの中で
貢献できる若い人への期待

―IASBでの仕事について教えていただけ
ますか？

　国際会計基準審議会（IASB）はロンド

ンに本部を置く、会計基準設定主体です。

世界各国の金融市場で使われる国際会計

基準の設定を通じて、金融市場に透明性、

説明責任及び効率性をもたらし、また、グ

ローバル経済の信頼、成長、長期的な金融

安定を支え、公益に資することをその使命

としています。世界30か国以上から集まっ

た人種も国籍も異なるボードメンバーや
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スタッフがグローバルスタンダードの開発

という共通の目的のために力を合わせて

働いています。その中で一緒に働かせてい

ただく機会をいただけたことは、本当に得

難い経験だと思います。IASBで働くという

貴重な機会を与えて下さった方々に対し

てはもちろん、直接的、また、間接的に多く

の方々のお世話になっており、深く感謝し

ています。

　IASBでは現在、基本財務諸表プロジェ

クト（例えば、損益計算書を投資家の投資

判断により有用なものとするため、業績指

標の記載や比較可能性を高める方法を検

討）に従事しています。世界中の投資家の

方々にお会いし、どういった情報が投資

意思決定に必要かご意見を伺い、財務諸

表の改訂の必要性について様々な分析を

行っています。

　IASBの仕事で特に苦労しているのは、

英語のライティングです。スタッフは、公開

会議で使われる文書を英語で執筆しなけ

ればなりませんが、ネイティブスピーカー

が書く文書と同じレベルのクオリティが求

められます。IASBで働き始めて4年目にな

りますが、英語の文書を作成する都度、自

分の力不足を痛感しています。

―国際機関での活躍に向いている人はどの
ような人ですか？英語ができるかできな
いか、ということが重要なのでしょうか。

　現実問題として、ある程度英語ができ

ないと仕事にならないという面はあると

思います。ただ、英語の問題は努力次第で

必ず解決できます。それよりも、その国際

機関が国際社会で果たさなければならな

い役割に本心から共感できるかどうか、と

いうところが重要なのではないか、と思い

ます。グローバル化が進むキャピタルマー

ケットが健全に発展していくためには、国

ごとの枠組みで課題に取り組むことに加

え、国際協調の枠組みを通じて共通の課

題に取り組んでいくことの重要性も更に

増していくことと思います。しかし、国ごと

の利害やバックグラウンドの違いもあり、

国際機関の活動が各国の利害の綱引き

の場になってしまうリスクもあると思いま

す。このような国際協調の枠組みで貢献し

ていくためには、その国際機関が公益に

従った役割を果たしていけるよう、与えら

れた業務に信念と責任感を持って取り組

めるか、異なる立場の意見にもしっかりと

耳を傾け理解した上で伝えるべきことを

伝え相互理解を築くことができるか、その

組織に貢献する上で必要となるスキルを

身に着けるために努力を惜しまないか、と

いった点が重要なのではないでしょうか。

―ありがとうございます。最後に海外の大
きな舞台で活躍されている倉持様から、
国際舞台での活躍を目指す会員への
メッセージをいただければと思います。

　私などよりもグローバルに活躍されて

いらっしゃる日本の公認会計士の方々は

たくさんいらっしゃるので大変僭越です

が、より多くの公認会計士の皆様に国際

的に御活躍頂きたいと思いますので少し

コメントをさせていただきますと、国際舞

台での活躍を目指される方々は、まずは今

働いている組織での役割をしっかりと果

たすことで、チャンスが与えられる可能性

を高めることができるのではないかと思

います。チャンスが与えられた時に準備不

足ですと大変もったいないので、国際的に

活躍できる人材になるという夢を今から

持ち、仮に機会が与えられた時に十分な

貢献ができるよう、必要な研鑽をしっかり

と積んでおかれるといいのではないでしょ

うか。

　また、チャンスが与えられた時に貢献で

きるよう事前に準備をする事は、ご自身が

そのチャンスにふさわしい人材になると

いう事につながり、結果的にチャンスが与

えられる可能性を高めるのではないでしょ

うか。

　しっかりと準備をした上で、いつの日か

チャンスが与えられたら全力で取り組み、

与えられた役割を全うしていただきたい

と思います。機会を与えていただいたとき

に期待された貢献をすることができれば、

将来更に新しい機会が与えられる可能性

も出てくるのではないでしょうか。

　今会計士試験に取り組んでいらっしゃ

る皆さんにお伝えしたいのは、会計士試

験は大変な試験ですが、皆さんが将来公

認会計士として社会が期待する役割を果

たしていくために必要な知識を身に着け

る、とても大切なプロセスだと思います。

また、目標を設定してそれに向かって努力

する習慣を身に着けるという意味でも素

晴らしい機会ですので、ぜひ頑張っていた

だきたく思います。

このインタビューは2017年3月3日に実施されました。
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アジア、ヨーロッパを中心に、世界各国に

拠点を置き、会計とコンサルティングの専

門家集団として、多くのグローバル企業

から信頼を集める国際会計事務所 SCS 

Global。創業以来、飛躍を続ける国際的

な組織を率いる少徳健一会員に、これまで

の歩みと“これから”を語っていただいた。

10年の経験を3～4年に
圧縮してしまった

―公認会計士を目指したきっかけから教
えてください。

　学生時代には、あまり勉強していませ

んでした。ほとんど大学にも行かずに、ス

キーに熱中。スキーのために夏にはバイト

に専念するような生活を送っていました。

4年生になって就職活動を始めたのです

が、そんなに真面目ではなかったので、適

当に応募した会社が受かってしまったん

で、そこに決めてしまいました。職種はシ

ステムエンジニア。今でいう、アビームコ

ンサルティングという会社です。そこで1

年間ほどプログラミングをやって、それ自

体は面白かったのですが、ずっと画面に向

かっているのも、どうなのかな？と思うよう

になって、あっさり会社を辞めてしまった

のです。

　次はどうしようかと考えていたときに、

コンサルティング会社ですから、先輩の中

に公認会計士がいて、こういう資格があっ

たほうが食えるんじゃないかなと。それで

勉強を始めました。1年半ぐらいは、ライフ

ガードや配達のアルバイトをしながら勉強

をしていたのですが、何年もやるような試

験ではないし、一回目の試験で落ちたらや

めてしまおうとは思っていました。もう1年

間、勉強しろと言われても、もうちょっと無

理かなと。大阪で受けたのですが、試験場

が暑くて、暑くて。こんな思いをするんだっ

たら、他にもっと良い仕事があるのではな

いかと思いました。運良く、二次試験に受

かった段階で、国際的な会計監査法人であ

るアーサー・アンダーセンに入社しました。

中学校までアメリカにいて英語ができたの

で、採用されたんだと思います。

―その監査法人では、どのような仕事をさ
れていたのですか。

　監査法人が不景気の時代ではあったの

ですが、それなりに仕事はあるにもかかわ

らず、監査法人が採用を非常に絞ったた

め、ものすごい仕事量があった。自分は夜

遅くまでの残業は嫌いなので夜遅くまで

残業するほどではありませんでしたが、小

さなエンゲージメントも含めて、年間80

件ほど対応していました。もっと驚いたの

は、1年目の終わり頃からインチャージを

担当するようになって、フィーの交渉や回

収、エンゲージメントの利益率の決定権ま

で持たされるようになって、3年目になっ

たらもう、そこそこの規模の会社のイン

チャージを任されるようになりました。そ

れこそ10年間ぐらいかけてやる仕事を3

年間ぐらいで圧縮してやらせてもらって、

逆に入社4年目くらいになると、新鮮味が

薄れてきました。

　監査法人にとってもクライアントにとっ

てもインチャージというポジションが重要

なので、クライアントからも頼りにされる

し、社内でも評価が高くなりますが、それ

と同時に学ぶことも少なくなってきます。

そうなってくると、もう成長意欲が多少薄

れてきてしまいます。そんな時期にタイミ

ングよく、マレーシアに駐在していたパー

トナーとエンゲージメントで一緒になり

まして、夜、食事をしていたら、クアラルン

プールに駐在する日本人を探していると

のことでした。実は、私、両親がマレーシア

生活が長くてクアラルンプールの事情は

よく理解していますよ、なんて話をしたら、

ぜひ来てくれないかという話になったん

ですよ。ちょうど公認会計士の三次試験に

受かって4月に登録したばかりで、その8

月から駐在することになりました。

―確かに10年かかる仕事を3～4年で
キューッと圧縮して体験した、濃い日々
を過ごされたという感覚ですね。

　そうですね。短期間で色々な経験がで

きたのも、たまたま人材不足だったから

です。別に私が、ものすごく突出して仕事

ができたというわけではないです。同じこ

 Interview  |  Kenichi SHOTOKU
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ろ、私より年下の社員も、公認会計士の資

格を持つ前からベトナムに送り込まれて

いたので。まあ、彼もベトナムのことは以

前からよく知っていましたからね。それで

白羽の矢が立った。とにかく、面白い環境

でしたよ。アーサー・アンダーセンは日本

においては合併を繰り返していたので、法

定監査業務は、上場企業の証取法監査か

ら、普通の会社法監査、学校法人の監査も

やっていましたし、多数の外資企業の日本

子会社に対する監査にも対応したんで、あ

る意味で非常に面白かったですよね。

マレーシアで起業をした理由

―それだけ違うことをやると、知識量はつ
くのでしょうけれども、勉強するのが大
変だったのではないでしょうか。

　あの頃は、全然できましたよね。面白

かったのだと思います。恐らく、今、やれと

言われても無理でしょうけれど。アーサー・

アンダーセン自体、けっこう最先端な取り

組みを行っていましたから、非常に面白

かったんですよね。サンプリング理論も、

当時から統計学的なアプローチをしてい

て、クライアントからデータをもらったら、

ランダムサンプリングを行うソフトウェア

を使って抽出していました。今でこそ当た

り前ですが、当時は非常に斬新で、他のコ

ンサルファームではまだやられていなかっ

たと記憶しています。とにかく日本で経験

を積んで、そろそろ転機かと思い、辞めよ

うと思っていた時に、海外赴任の話が舞い

込んできたのは、非常に良いタイミングだ

と思いました。私を誘ってくれた方の後任

として着任したのですが、現地の監査法人

はものすごく現実的で、“仕事を取ってこれ

なかったら、もういらない”みたいな雰囲

気だったですね。その代わり、新しい仕事

を開拓して確保していれば、もう何も言わ

れない。そんな職場でしたね。結局、日本

人は私一人ですから、当時、マレーシアに

進出している日系企業が280社ありまし

たから、すべてを回ったら1年かかってしま

う。そんな状態でした。

―そんなにたくさんのクライアントを一人
で…？一体、どのように対応されていた
のですか。

　どうにもならないですよ。ほとんどク

レーム処理に終始していましたね。という

より、問題が起きると、日本企業は日本人

に解決を求めるので、それをハンドルする

のがメイン業務になっていましたね。しか

しながら、一つ一つのクレームはコンサ

ルタントにとっては宝の山といいますか、

そこから色々なアイデアが生まれます。と

にかく、色々な経験をしました。特に国際

税務には強くなりました。結局、私たちが

扱う案件というのは、一つの国の中で収

まるものばかりではありません。例えば、

マレーシアとシンガポールと日本が絡む

ケースもあります。ローカルの専門家は、

自国の税務については詳しいのですが、

他国の制度に疎いのでグローバルに対応

することができません。そこは、私たちのよ

うな国際税務を含め両国の制度に詳しい

人間が調整をしてあげる必要があります。

3年もやっていれば、マレーシアの制度や

実務にかなり詳しくなります。その反面、長

く組織にいると実務より組織内のマネー

ジメントの仕事が増えてきます。それが面

白くなく、もう、そろそろいいかと監査法

人を退社したのですが、結局、これだけマ

レーシアでは問題が山積みになっている

ことはわかったと、その問題を解決するた

めのコンサルティングを提供したら、食っ

ていけるのではないかと思って、マレーシ

アで起業したんです。あれは、2001年の

終わりの頃でしたね。そして、その4ヶ月後

に、アーサー・アンダーセンが破たんしま

した。誰もそんなことは予知していません

でしたからね、衝撃が走りました。

マレーシアから、
やがて世界各国に拡大

―ものすごくタイミングが良い…。まさに
強運の持ち主でいらっしゃる。独立をし
て、まずはどのような業務から始めよう
と思ったのですか。

　平たく言えば、いくつかの問題点を解決

する方法はわかっていたので、それを提案

しに行けば、まあ仕事は取れるだろうと。

正直、あまり深くは考えていなかったです

よね。まずは、会社を作って、小さな事務所

を借りて、FAXとインターネットをつなぎ、

全部整えた時点で、“では、何をしよう？”と

いう感じで、とりあえず、仲の良かったお客

さんと飲みに行ったりしていましたね。や

ることがないですから、何かお仕事をくだ

 Interview  |  Kenichi SHOTOKU

2Vision for the future.

 Interview  |  Kenichi SHOTOKU

11 Vision for the future. 2



さいとお願いすると、皆さん、何かくださ

る。マレーシアにおられる方々は、人の良

い方が多いので、みんな優しくて、先に予

算をとってきてくださって、これで何ができ

るかね？とおっしゃってくれた。本当にお世

話になりました。最初は一人でやっていた

のですが、先ほど言ったようにアーサー・ア

ンダーセンが倒産して、東南アジアにいた

元同僚が何人か集まってきたんですね。そ

れでみんなで話し合い、急遽、一緒にSCS

を立ちあげることになりました。

―マレーシアで起業された後にシンガポー
ルにも進出されましたが、そのきっかけ
はどのようなものだったのでしょうか。

　あれは2008年の夏、リーマンショック

の直後だったかと思います。当時は、日本

の法人を親会社として、その傘下にマレー

シアをはじめとする海外法人を配してい

たのですね。当時は日本の企業に対して、

よく組織再編の提案をしていたのですが、

たとえばシンガポールに本社を置き換え、

日本や他国の法人を子会社化するとメリッ

トが生じるという話をしていたのですよ。

そうしたら、あるクライアントが、“だった

ら、まずは御社がやってみてよ”とおっしゃ

られて、実践してみたというのがきっかけ

となります。

―ヨーロッパにも進出されていますよね。

　そうですね。3年前からトルコのイスタ

ンブールで事業を開始したのですが、ト

ルコの事業を統括するのは、オランダだっ

たり、ロンドンだったりするのです。また、

ヨーロッパとアジアの間のM&Aなどの引

き合いがヨーロッパから生まれてきまし

た。やはりEU圏内に拠点があれば動きや

すいということで、国際都市であり、また、

就労ビザが取得しやすいアムステルダム

で事業を開始しました。今後はフランスや

ドイツから引き合いが生まれる可能性も

ありますし、アジアと同じスキームでやっ

ていくかどうかはわからないですが、今後

は、アフリカ進出などを考えたら、やはり

ヨーロッパに拠点を置いたほうが優位だ

と思います。

すべてを任せるのがフェア

―少徳さん自身、マネジメントと実務を、ど
のようなバランスで行っていますか。こ
こまで組織が広がってくると、手に負え
なくなるのではないでしょうか。

　そうですね。とにかく大切なのはデリ

ゲーションですね。誰かに任せることがで

きる仕事は全部デリゲートして、とにかく

自分自身の時間を作ることですね。何もし

なくて良い時間をどれだけ作ることができ

るのかがポイントだと思います。それでも

結局、必ず何か、私が対応しなくてはなら

ない問題が持ち上がります。私もそうだっ

たのですが、専門家って、専門的な仕事を

していて、新しいアイデアをお客さんのと

ころにデリバリーして、「よくやってくれた」

とか「本当に頼りになるね」って言われる

のが、すごく嬉しいんですよね。だから、す

ごい忙しくして、夜中までアイデアを捻っ

てデリバリーするだけで、ものすごくやっ

ているような気になってしまうものです。

そういう状態にある専門家って一番ハッ

ピーなんですよね。でも、そうではなく、特

にマネジメントを行う立場にある人間から

は、ある程度、日々の業務を剥がしてあげ

ないとダメなんですよ。そうではないと、考

えなくなってしまう。結局、忙殺されてしま

うのです。パンパンな状態になっていたり

すると、大きな問題に直面した時に対処で

きなくなってしまうので、そういった余裕

の時間は作っておかなければなりません。

―任せることができる人材を育成したり獲
得するうえで、お考えになられている方
針はありますか。

仕事を任せるのだったらすべて、リターン

も含めて、ある程度本人たちで決めること

ができるようにしておかなければ、フェア

ではないですよね。全部任せて、最終的な

責任は私がとるので、後は自由にやれば

良いと思うのですよ。私たちのロゴマーク

の由来でもあるのですが、“三方よし”とい

うのをコンセプトとして掲げていて、この

三方とは、売り手、買い手、社会を指して

います。自分たちのようなサービスプロバ

イダーが成功すればクライアントも成功

する。そして社会というのは、お仕事をさ

せていただいている国々に何らかの貢献

ができればと思っているのですね。その3

つがキーなので、特に私たちは外国人と

して、さまざまな国でビジネスを展開して

いますから、その国が好きになって、貢献

していきたいという意識がなければ、生き

残ってはいけないと思います。

このインタビューは2017年8月10日に実施されました。
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“自由職業”に憧れを抱き、目指すこと

になった公認会計士の道。26年間に渡

る監査法人勤務の果てに、たどり着い

たのは大手事業会社持株会社の役員

だった。“自由であり続ける”という一貫

した行動原理の中で大津修二会員は、

いったいどのようにしてチャンスを獲

得していったのか。自らの半生を振り

返っていただいた。

外資系監査法人という環境で
英語力を獲得

―公認会計士を目指したきっかけから教
えてください。

　学生の時には公認会計士になろうと

いった強い意志があったわけでありませ

ん。経済学部だったのですが、いわゆる自

由職業に属する職業選択をしたいと思っ

ていたので、公認会計士という道がある

なと、そんな感覚でしたね。仮に法学部に

在籍していれば弁護士という道を選択し

ていたかもしれません。私自身、今までの

キャリアにおいて、健全な意味において

“自由に行動できる”と言うことを大切にし

て生きてきたつもりです。ですから、今流

行の“ワークライフバランス”なんてもの

も、昔から自然に実践してきました。少なく

とも、猛烈なサラリーマンみたいな生き方

とはかけ離れた生活を送ってきました。

社会人としての出発点は、ピート・マー

ウィック・ミッチェル、現在のKPMG東京事

務所からスタートしました。非常に自由闊

達な雰囲気を持つ事務所でしたね。その

中で、自分で考える力を養いました。誰か

から与えられると言うより、自分で勉強し

て身につけていく分野ですから、そういっ

た姿勢が自然に身についたのも、以降の

キャリア形成に大きな影響を与えたので

はないかと思います。

―いきなり外資のKPMGに入所されたと
のことですが、当時のご自身の英語力は、
どのようなレベルだったのでしょうか。

　もちろん、たいしたことはありませんで

したよ。事務所の中の連絡文書はすべて

英語だったのですが、だからといって在籍

する日本人全員が英語がうまいというわ

けではない。ワークペーパーも、当然、英

語で書かなければなりませんでした。英語

力については自信なんてありませんでし

たから、はっきりいって劣等感しかありま

せんでしたね。ただ、最初の頃は、あれし

ろ、これしろなんて言われませんから、や

ることもなくって暇だったんですよね。だ

から辞書を引きながら、資料に目を通した

り。ただ当時は、間違ったところに入ってし

まったかな、と思っていましたね。

　ところが、英語に触れる機会が多いです

から、だんだん慣れていくもので、それな

りに英語力が身についてくるのですよね。

入社して3年目に、比較的規模の大きい外

資系企業の監査でインチャージを任され

たのですが、上司のマネジャーがイギリス

人で、結構苦労しましたけれども、同時に

かなり勉強になりました。当時はメールも

ない時代ですから、連絡事項があると彼が

現場に来て議論をしたり、また、しょっちゅ

う電話かかってくるんです。そこで相当、鍛

えられたと思います。

　英語を習得するためには、もちろん英会

話学校に通うのも有効ですが、やはり仕事

で辛い思いをしなければ、なかなか身に

つかない。真面目に勉強ができる人は、教

科書を見ながらコツコツ学習していくの

でしょうけれども、私なんか、そういった地

道な努力をしないタイプなのですよね。や

はり仕事の中で辛い思いをしながら、自分

が言いたいことを伝えなければならない、

相手が言っていることを理解しなければ

ならないような環境に身を置くことで、道

具としての英語力は身についていくと思っ

ています。

世界の大国・アメリカを
体感したかった

―海外駐在もご経験されたのですね。

　1988年から1991年までの3年ちょっと

の間、アメリカのシアトルに赴任していまし

 Interview  |  Shuji OHTSU

人と交わりながら
“成長の光”を捉える

株式会社バンダイナムコホールディングス 取締役CFO,CIO

大津 修二 Shuji OHTSU
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た。バブルの絶頂期に、日本の建設会社が

シアトルに本社があるホテルを買収する

話があって、現地のKPMGが対応すること

になったのですが、そこには日本人がいな

い。そこで急遽、私が行くことになったので

す。入社当時は、海外で働きたいなんて全

く思ってもいなかったのですが、7年目くら

いになると周りの人間もボチボチ行き始

めて…。ちょうど現状の仕事に飽きてきた

頃でしたし、自分もそろそろ行ってもいい

かなというタイミングでしたね。

　実は、その少し前にヨーロッパのある都

市に赴任する話もあったのですが、それは

パスしました。仕事を断ったことなんてこ

れまでには一度もなかったのですが、どう

しても世界の大国であるアメリカを実感し

てみたいという思いがあって…。断った途

端、不思議なことに、急に降って湧いたよう

にアメリカの話が出てきたのですよ。私か

らすると願ったり叶ったりでした。同じアメ

リカでも、ニューヨークやロサンゼルスで

は周囲に日本人がたくさんいて、英語力を

比べられてしまうのはいやだと思っていた

んですよね、劣等感がありますから。一人で

行くというのが気楽だと思いましたし、若

かったので、一人の方が、絶対に色々な経

験ができるだろうと。しかも、前任者がいな

い方が比べられない。赴任先はそのすべ

ての条件がそろっている場所でした。しか

もその職場においては私が最初の日本人

だったので、非常に温かく迎えてくれて、英

語が下手でも付き合ってくれました。非常

にラッキーでしたよね。

―駐在中は、監査業務をされていたのですか？

　いわゆるプラクティス・デベロップメン

トと監査の両方を担当しました。日本人が

私一人しかいないという環境の中で、営

業活動と監査エンゲージメントもこなして

いたので、英語力はもちろん、クロスカル

チャー的な部分も含め、グローバルな感

覚がしっかり根付いたような気がします。

3年間という短い期間ではありましたが、

自分の人生観が変わった、非常に貴重な

濃密な時間を過ごすことができました。帰

国してからも、私は一貫してKPMGに属し

ていたのですが、所属していた監査法人

は合併と再編を繰り返し、どんどん名前が

変わっていった時期でした。帰国した時に

はセンチュリー監査法人になっていました

し、最終的にはあずさ監査法人に身をお

いていましたね。

共通認識を持つ
ネットワークのチカラ

―現在の、バンダイナムコホールディング
スには、どのようなきっかけで移籍され
たのですか？

　一言で言えば、当時の社長からお声掛

けいただいて、経営に参画させていただく

ことにしたのです。現在はバンダイナムコ

ホールディングスの管理担当の役員、いわ

ゆるCFOとして関わっています。私自身、

自分のキャリアとしての会計士という仕事

にプライドを持っていましたし、そのまま監

査法人に定年まで勤務して、その後は、独

立して税務事務所を設立するのではなく、

社外取締役であったり、学校の先生のよう

な職を得て余生を送ろうと思っていたんで

すよね。監査法人でも、そこそこ活躍する

機会にも恵まれていたので、辞めようなん

てこれっぽちも思ってはいなかったんです

よ。ところが声をかけいただいた時に、自

分は監査法人という狭い世界しか知らな

いな、事業会社で経験を積むのもありなの

かな、とふと思ったのですね。あまり深く考

えもせず、せっかく経験できるんだったら

経験してみようかなといった、軽い感覚で

移籍したのです。そもそも社会に出るとき

に、自由職業としての会計士を選んだので

すから、自分が自由で、なおかつ柔軟でい

たいという思いがあったのですよ。会計士

が事業会社に行くと言う話は、アメリカな

んかでは、よくある話ですから、経験してみ

ても良いかなとは思いましたね。

　職探しをしていたわけでもないし、何か

あったら、私にお声がけくださいなんてこ

とも一言も言ったことはなかったのです

が、色々な人と付き合っていましたし、そう

いう意味でネットワークみたいなものはで

きていたんですよね。そんな中から、お声

掛けをいただいたものと認識しています。

幸いなことに監査法人を辞める頃には、

他の監査法人の方とお付き合いをする役

割でもありましたし、M&AやIPOの仕事

 Interview  |  Shuji OHTSU
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にも関わっていましたから、弁護士やイン

ベストメントバンクなど様々なスペシャリ

ストとの人脈も自然にできていました。法

定監査の仕事ばかりをやっていたら、そう

はいかなかったでしょう。そういう意味で、

ラッキーだったと思います。

―M&AやIPOなど、深く人間に切り込んで
いくような仕事に関わっていくところで、
様々なご縁ができたのですね。そういっ
た方々と知り合っていくためには、どうい
う動きをすれば良いのでしょうか。

　ラッキーだっただけですよ。アグレッシ

ブにそういった動きをする人もいますけ

れども、私は、どちらかと言うと、そういう

ことができるような性格ではない。あくま

で受け身に関係ができあがっていった感

覚ですね。もうひとつラッキーだったのは、

KPMGの強力なネットワークの中にいた

ことです。それは私にとってもっとも貴重

な財産です。

　たまたま、私の同世代の人間はKPMG

出身で成功している人が多く、そういった

方々とは今でも仲良くさせていただいて

います。他の監査法人の現役の方や出身

の方々にも、親しくさせていただいている

方が多くいますが、会計士という同じDNA

が存在しているので、ネットワークも構築

しやすいように思えます。その感覚は国境

を越えて共有できているように思えます。

―会計という共通認識があるから、グローバ
ルなアカウンティングファームは、ボーダ
レスな組織になるということでしょうか。

　そうですね。会計って多少ローカルな基

準の違いがあったとしても、基本的には

共通ですから、お互いコミュニケーション

がとりやすいんですよね。だから、仕事上

のコミュニケーションのほうがプライベー

トよりもよっぽど楽だと思いますよ。外人

と仕事をしてて、一緒に昼飯に行くほう

が辛いでしょう。話すことがないですから

ね。パーティーも大変ですよね。でも、私は

パーティーの場で身につけたスキルがあ

るんですよ。そういった場では、とにかく

こっちから一方的に会話を仕掛けていく

んです。相手にしゃべらせたら何を言って

いるかわからないし、話題にもついていけ

ない。だからパーティーで話をしなくては

ならないと思ったら、自分の話題で攻撃を

始めるんですよ。ヒアリングとスピーキン

グだったらスピーキングの方がまだマシ

ですし、こちらか仕掛けると、自分の英語

力のレベルはこんなものだと、先制して伝

えることができますよね。だから、私に分か

るように話さなければダメだよというくら

いのプレッシャーを与える。下手に英語が

上手いと思われて、弾丸攻撃なんてされた

ら、まったく分からないですからね。

本気のコミュニケーションの
必要性

―今、若い方の受験者数自体が減ってし
まっていて、会計士離れが進んでいま
す。原因のひとつに“自由さがなくなっ
ている”というものがあるのかなと感じ
ていました。ところが、今のお話を聞く限
りでは、資格の将来性や魅力はまだまだ
たくさんあると感じまして、それを伝え
ていくためのアドバイスをいただければ
と思います。

　やはり会計士も、普通の会社に勤める

ビジネスパーソン同様、人間関係が重要

だと思います。それはクライアントの人

に対しても、監査法人の中の人に対して

もそう。私の場合には、ラッキーなことに

M&AやIPOに関わるプロフェッショナル

と人間関係を構築する機会もあって、ネッ

トワークをつくるチャンスが多かったとい

うのはあります。そうなると、会話をする

能力というのは、英語のみならず日本語

も含めて磨かれていくのですよね。会計

士というと、なんとなく多様性に欠けてい

る仕事のように思われがちですが、実は

色々な人との接点があって、多様性を実

感できるし、多くの方の背中から学びなが

ら、自分の能力を高めることもでき、そし

て会話力も高めることができる。人的ネッ

トワークの中から、色々なチャンスを得る

ことができる、そんな可能性がとても高い

仕事だと思います。そして、会計士業界は

非常にグローバル化が進んでいて、英語

だけではなくグルーバル的なセンスが自

然に身につく。会計士は非常に優位性が

高い資格ですよ。

　ただ、最近の会計士の人は、本気のコ

ミュニケーションが取れていないような気

がします。もちろん、規制が強まったとい

うのはありますが、クライアントも杓子定

規に捉えすぎているのではないですかね。

それって、他業種と比べてみても非常に珍

しい関係ではないですか。みんな、もっと

親密にやっていますよ。この人と付き合っ

ていきたいなとか、そういう人間関係が

構築されてはじめて、誰かを紹介してくだ

さったり、チャンスが生まれてくる。私に

はそういった気持ちがなかったのですが、

ラッキーなことに与えられた。でも、これ

からの若い人はただ待っているだけでな

く、少し積極的に色々と健全な人間関係

を作っていったら良いのではないでしょう

か。せっかく良い仕事をしているのですか

ら、自分のキャリアにとって、また自分の成

長にとって、どういう意味があるのかと言

うのを考えながら、色々な人と交わってい

く。そこに見える“成長の光”を、しっかり捕

らえて、その後に人生の中で生かしていっ

たほうが良いと思います。

このインタビューは2017年8月1日に実施されました。

 Interview  |  Shuji OHTSU
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1990年代初頭、まだまだ経済的にも未成

熟といわざるをえない状況にあった中国

に、いち早く目を付け、まさに道なき道を走

りながら、“未開の地で会計監査サービスを

展開する”という信念を貫き通してきた。そ

んな池田博義会員がこれまで歩んできた

道のりと、そしてこれからの会計人としての

矜持について熱く語っていただいた。

はじめから監査法人に
勤務するつもりはなかった

―公認会計士を目指したきっかけから教
えてください。

　上の兄が継いだ父の会社をサポートし

ようと考え、税理士の勉強を始めたのが、

ちょうど大学紛争がピークを迎えていた

3回生の時。簿記論と財務諸表論を科目

合格しいざ税法の勉強にとりかかろうか

と思ったら、かなり細かい。“これは無理だ

な”と思い始めた頃にタイミングよく、公認

会計士試験の受験要綱に“大学専門課程

程度の難易度”とあるのを発見。2回生の

ときに日商簿記検定1級に受かっていて、

簿記、財務諸表、原価計算は理解している

から、あとは監査論と経営、経済及び当時

の商法を勉強すればよい。“こちらのほう

が確率が高いのでは？”と考え、4回生に

なった時に急遽、路線を変更することにし

ました。

　正味15ヵ月しか準備期間をとることが

できなかったのですが、大学を卒業した年

に一発で合格。もちろん、最初から父の会

社を手伝おうと思っていたので、どこかの

組織に属するつもりもありませんでした

し、お恥ずかしながら当時、監査法人とい

うものがあることすら知らなかった。とは

いえ、資格を得るには実務経験が必要だっ

たため、小さな個人経営の公認会計士事

務所に押しかけて、パートで監査の補助業

務に従事。後にも先にも、組織に勤務した

のは、結局、その期間だけとなりましたね。

―ということは、もう最初から公認会計士
として自立されていたのですね。

　そうですね。3次試験が通った段階で、

すぐに池田公認会計士事務所と税理士池

田博義事務所を開設。はじめは、一人で事

務所の運営を切り盛りしていました。父の

会社を見るのがメインで、さらに友人や知

人から顧問先を紹介してもらって、証取監

査を2社、商法監査を2社、担当させてい

ただいていました。そして徐々にお客様

も増え、それに伴ってスタッフを拡充して

いったのですが、やはり、会計だけではな

く、もっとお客様の経営に踏み込んだコン

サルティング業務に注力すべきであろう

と決意し、専門的分野に精通したメンバー

を揃えながら法人化を進めていきまし

た。社員から社名を公募した結果、企業を

成功に導くということを意味する“Make 

You Truly Successful”の頭文字をとっ

た「MYTS（マイツ）」が誕生しました。それ

は1987年のことでした。

 Interview  |  Hirotoshi IKEDA
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上海の地で
“人間の生きる原点”を見た

―海外へ進出されたきっかけはどのよう
なものだったのでしょう。

　学生時代から、“いつかは海外から日本

を見てみたい”という気持ちはありました。

そんな思いが具現化したのは、開業してし

ばらく経った1985年ごろのこと。当時、会

計士仲間で世界の会計事務所を見て回ろ

うと、カナダやアメリカを訪問していまし

た。その一環で、たまたま1993年に上海

に行って、直感的に“ここは面白い”と思って

しまったのです。“人間の生きる原点”という

か、過保護になっていた日本では見られな

いようなパワフルさやエネルギー、人口の

違いなどから将来性や可能性みたいなも

のを予見してしまった。しかも、何かあった

ら、その日のうちに日本に帰れるという立

地もちょうどよかったのかもしれません。

―今でこそ中国はグローバルな経済圏の
なかで大きな存在感を放っていますが、
当時はまだまだといった状況だったか
と思います。まさに先見の明をお持ち
だったということですが、その頃は日本
企業の中国進出はどの程度進んでいた
のでしょうか。

　1989年に発生した天安門事件を境に

産業構造が大きく変わりました。それまで

は重工業の外資企業が進出していたので

すが、事件直後、一気に中国から撤退。鄧

小平が盛んに上海を中心にもう一度軽工

業の外資企業を誘致しようとしていた時代

でした。そのときにたまたま私が上海に居

合わせたという、非常にラッキーなタイミ

ングでした。日系の軽工業も少しずつ中国

へのシフトを進めていて、大阪のアパレル

メーカーの二世の方が企業立ち上げに苦

労されている姿を見て、サポートしてみた

いという気持ちにかられました。私自身、

以前から会計人としての一生のテーマとし

て、“企業の持続的成長＝企業相続”を掲げ

ていたので、こういったかたちでサポート

するのもひとつの“企業相続”の形では？と

考え、決意を固めましたね。

―そんな状況下では、ローカル・パート
ナー探しに随分ご苦労されたのではな
いでしょうか。一体、どのように事業を拡
大されていったのでしょうか。

　当初は、現地の公認会計士事務所とアラ

イアンスを組んで、事業を進めておったの

ですが、習慣の違いや業務クオリティに問

題があって、やはり自前の事務所を作るべ

きだと考えていました。ところが中国で外

資の監査法人を設立するには非常にハー

ドルが高い。例えば、社員数が2000名以

上で売り上げが2000万ドル以上なんて条

件が設定されている。もう4大監査法人以

外は無理なんですよね。そこで、私は、中国

人の会計士を日本に連れてきて、しっかり

育成してから帰国をさせて、彼らの手で内

資の監査法人を設立したのです。そこで私

が最高顧問に就任。現在は従業員数100

名の法人にまで成長を遂げていますし、

日本語が話せる中国人会計士の数でいえ

ば、恐らく、私のところが中国でナンバーワ

ンになっているかもしれません。

家電、日用品の“爆買い”から
日本企業の“爆買い”へ

―最近の日系企業の進出状況、そして御
社の支援状況はいかがでしょうか。

中国人の所得が2013年に沿岸部では1

万ドルを超え、日本で海外旅行を楽しむ中

国人が随分増えましたよね。爆買いも話題

になりました。そういった体験を重ねてい

くと、特に若い世代の中国人の中で日本

に対する評価が高まってくる。“日本のモノ

がいい”“日本の技術は素晴らしい”、そし

て“おもてなしやサービスも素晴らしい”と

いう話になり、逆に中国企業の製品に対

する購買意欲が急激に薄まっているので

すね。内資企業としては、優れた日本企業

や製品、技術と巡り合いたいと考えはじめ

るのですが、でもどうすれば相手を探す事

ができるか？と壁にぶつかってしまう。そこ

で我々を通じて買収や資本提携、技術提

携をしたいと申し入れてくる、そんな中国

企業が後を絶ちません。家電製品や日用

品の“爆買い”どころか、企業の“爆買い”が

始まっているのです。これまでは日系企業

が中国進出を果たすためのサポートを実

施していたのですが、今は日本企業とマッ

チングしたいという中国企業をサポートす

るようになった、そこは非常に大きな変化

ですね。

―日本企業の“爆買い”…。やはり中国経
済の底力には驚かされるばかりですね。
ところで中国の会計士の方々は、社会で
はどのように評価されていますか。―日
本では、近年会計士資格の受験者数の
減少が話題になっていますが、そこには
どのような問題があると思われますか

　日本人の会計士より優遇されています

よ。日本だったらステイタスの順番で行く

と、医者、弁護士、会計士というではないで

すか。ところが中国では会計士、弁護士、医

者の順番なんですね。会計士のステイタス

が一番高い。彼らが意見差控をすると、そ

の企業は翌年営業許可証の継続が出来な

い、即ち経営ができなくなるので、非常に

大きな権限を持っているのですね。だから

会計士の受験者数はものすごい数だし、か

なりの倍率をかいくぐって合格するので、

それなりに優秀なのですが、ただし、試験

内容がほとんど記憶式なので…。その辺が

改善されていけば、これから優秀な人材が

出てくるのではないかと思います。

―日本では、近年会計士資格の受験者数の
減少が話題になっていますが、そこには
どのような問題があると思われますか。

　やはり、会計士の活躍の場が限定され

ているような、そんなイメージが蔓延して

いるのが問題だと思っています。例えば中

国の会計士は、監査法人に勤めるよりも

事業会社に入ってCFOになる人のほうが

多いのですよね。可能性を広げるという意

味で、会計士の資格自体が魅力的に映っ

ている。限定されたイメージを払拭しなけ
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れば受験者数は増えないでしょう。試験科

目から考えれば、監査法人はもちろん、事

業会社に行っても、自分で独立しても通用

するような知識が獲得できている。活躍で

きる場所がたくさんあるにもかかわらず、

“会計士は監査”というイメージに閉じ込め

られてしまっているのは非常に残念です。

その誤解はぜひ解消したいですよね。

“監査”という領域に
限定してはいけない

―経営者としての理念についてお聞かせ
ください。

　これは法人化する以前から、変わらず持

ち続けている考えですが、先に利益を追求

するのではなく、最初に錦の御旗をしっか

り立てるということをして、その結果として

利益が出るのだと。それをスタッフ全員で

共有し実践しています。まずはお客様に成

功してもらう、そのためのサポートをしっか

りする。当然、その企業が成功すれば、我々

の報酬もあがっていくわけですからね。

―現在も、中国と日本の間を頻繁に行き来
されているのですか？

　そうですね。今のほうが頻繁に行き来し

ていますよ。1993年からリーマンショック

が起こった2008年までは、ほとんど日本

に帰って来ませんでしたからね。なぜ、頻

繁に帰ってくるようになったかというと、

リーマンショック後、中国に進出している

子会社の決裁権限が日本の親会社に移さ

れるようになったからです。そして更に最

近は中国企業の要請で、日本企業をドア

ノックしながらマッチングをしていく機会

が増えています。日本企業を相手にすると

きに難しいのが、まったく中国ビジネスを

経験していない人にとっては、“中国は怖

い”というイメージがものすごく強い。その

固定概念を払拭しない限り話がまとまら

ないのですね。私のような経験者が面と向

かってお話をしないとなかなかご理解い

ただけないのですよ。

―私たち日本の会計士が、さらに海外への
進出を加速していくためには、どのよう
な施策が必要だと考えられますか。

　国策レベルで考える必要があると思っ

ています。例えば、日本経済が好調な時

に、国内企業はどんどん海外に出て行きま

したよね。しかし、企業は出て行ったけれ

ど一緒に会計士や弁護士が企業とともに

海外に出るというケースはありませんでし

た。結局、進出した日本企業は現地の監査

法人にお願いするしかありませんでした。

ところが中国は日本をベンチマークして

いますから、そういった問題をしっかり把

握している。中国企業が海外に進出する際

には、バックヤードとなる会計士事務所も

弁護士事務所も同時に進出しなさいと奨

励しています。海外に現地法人や支店を

設置する際には国から大きな補助金が供

出されるのです。だから、その制度に乗っ

かって、中国の会計士事務所もどんどん海

外に進出しています。国も絡ませた会計士

事務所のグローバル戦略を考えなければ

いけないと思います。

―最後に、これから会計士を目指そうと
している将来ある人たちに向けてメッ
セージをお願いいたします。

　先ほどもお話したように、会計士の試

験科目を見ればお分かりのように、その資

格や知識が役に立つのは、“監査”という限

定された領域だけではありません。“会計

の専門家”として、企業経営はもちろん、事

業会社でも活かせる、そんな最強の武器

になるものと思うのですね。そこは声を大

にして強調したいところです。日本はこれ

から先、どんどん人口も減って国力も衰退

し、もしかしたらここまで築きあげられて

きた日本という国のステイタスも光を失っ

ていく可能性もあります。そうならないた

めにと、志の高い企業が、そして経営者が

海外という新しい市場にチャレンジを続け

ているわけですから、同じ日本人として、そ

の企業や経営者に向き合い、寄り添える

会計人が求められています。そんな意義の

ある仕事に注力すべきではないかと思う

のです。そういう意味で、どんどんこれから

の若い人たちには、単に監査だけでなく、

様々な分野で活躍していってほしいと思

いますね。

このインタビューは2017年7月3日に実施されました。
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